
※令和６年（2024年）７月１日時点

令和元
(2019)

令和2
(2020)

令和3
(2021)

令和4
(2022)

令和5
(2023)

目標(2023)
令和6
(2024)

令和7
(2025)

令和8
(2026)

令和9
(2027)

令和10
(2028)

滋賀県 42.1% 26.3% 31.5% 42.1% 52.6% 100% 生涯学習課

滋賀県 63.6% － 59.6% 57.3% 59.4% 70.0% 60.3%

全国平均 65.7% － 61.2% 59.6% 60.0% － －

滋賀県 43.8% － 43.1% 43.2% 44.1% 55.0% 45.8%

全国平均 50.4% － 50.1% 48.6% 49.4% － －

滋賀県 57.7% － 55.4% 57.1% 57.1% 70.0% 57.6%

全国平均 44.7% － 50.2% 48.9% 56.5% －

滋賀県 － 49.5% － － － 70.0% －

全国平均 － 71.2% － － － － －

滋賀県 － 29.2% － － － 50.0% －

全国平均 － 61.1% － － － － －

滋賀県 － 64.2% － － － 80.0% (82.1%)

全国平均 － 68.8% － － － － －

滋賀県 － 58.3% － － － 70.0% (80.6%)

全国平均 － 64.1% － － － － －

滋賀県
（県立含む)

24.5冊 21.2冊 25.0冊 24.6冊 25.8冊 25.0冊 県立図書館

■ 備考

②：令和５年度までは文部科学省「全国学力・学習状況調査」質問調査から全国平均を求めていたが、令和６年度には当該調査項目が廃止となった。なお、令和２年度は調査を実施していない。

③：全国平均値は、全国学校図書館協議会「学校読書調査」による。なお、令和２年度は調査を実施していない。

④：文部科学省「学校図書館の現状に関する調査」による。

⑤：文部科学省「学校図書館の現状に関する調査」による。参考数値として県独自の調査結果をカッコ書きで付したが、外部委託業者の場合も学校司書に含めるなど、国の調査と相違がある。

　　※「学校図書館の現状に関する調査」は５年間隔となる見通しであり、次回は令和７年度時点調査が行われる予定である。

⑥：公立図書館における児童書の貸出冊数を12歳以下の県人口で除した数値。

　　※公立図書館における児童書の貸出冊数は、県立図書館作成「滋賀の図書館」に基づく。

　　※12歳以下の人口は、統計課季報（次年度４月１日付）の県人口確定値に基づく。

⑥児童図書の公立図書館での年間貸出冊数（12歳以下の県民１人当たり）

幼小中教育課

中学校
（３年生）

滋賀県子ども読書活動推進計画の指標の推移
第５次計画版

①乳幼児の健康診査時等に、親子に対する読書啓発の取組を複数回行っている市町
数の割合

②学校の授業以外で平日（月曜日から金曜日）に１日当たり10
分以上読書している児童生徒の割合

小学校
（６年生）

③1か月間に1冊以上本を読んだ高校生の割合 生涯学習課

④学校図書館図書標準を達成している学校数の割合

小学校

幼小中教育課

中学校

⑤学校司書を配置している学校数の割合

小学校

幼小中教育課

中学校

指　　　標　　　名 年度 関係課（館）

第４次計画 第５次計画
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